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橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路パトロール、清掃などを行います。

また、地震等の災害時や橋梁部材に異常が発見された場合には、異常時点検を実施して橋梁の安全

性を確認し適切に対応します。

適切な点検や補修を実施するために、橋梁に関する研修会等を通じて、職員の技術力の向上を図り

ます。

講習会 現地研修

④ 日常的な維持管理及び異常時の対応

⑤ 人材育成等

⑥ 新技術の活用方針

点検の迅速化による経費節減や、新素材や新工法の適用による橋梁の延命化を目的に、全ての橋

梁において、点検や設計段階から新技術情報提供システム(NETIS)や点検支援技術性能カタログ

(案)などを参考に新技術の活用について検討します。また、令和７年度までに管理橋梁のうち、約

５％の橋梁（20橋程度）で費用の縮減や事業の効率化等の効果が見込まれる新技術等を活用する

ことを目標とします。

⑦ 費用縮減に関する方針

修繕工事を実施する際には、すべての橋梁で設計段階から新技術の活用を含めた比較検討を行うとと

もに、損傷が著しく、将来的な維持管理費も含めてコスト縮減に繋がる橋梁については、補修・補強だ

けでなく、更新（架替）も視野に入れて検討を実施します。さらに、社会経済情勢や施設の利用状況等

の変化を踏まえ、迂回路が存在し、集約等が可能な橋梁については、地元の意見を踏まえながら、令和

１０年度までに２橋の集約化・撤去を目標に取り組み、点検・修繕・更新等に掛かる費用を約４百万円

の削減することを目指します。

定期点検においては、１巡目点検で橋梁点検車及び高所作業車等を使用した橋梁について、新技術の

活用を重点的に検討し、令和７年度までに従来技術を活用した場合と比較して約２百万円のコスト縮減

を目指します。
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